
平成２８年度 相生学院高等学校 学校評価結果 

 

構造改革特別区域法等の基準により相生市が設置の認可を行った相生学院高等学校について、平成２８年度の学校運営全般の状況を同校

から提出された資料、現場の視察、相生市教育特区学校設置審議会の意見等を参考に市として評価を行いましたので、その結果を次のとお

り公表いたします。 

 評 価 の 視 点 評 価 評 価 コ メ ン ト 
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各教科の状況 授業の状況 

特別支援教育の状況 

進路指導の状況 

 

 

 

 

 

良い 各校に多様なコースや学びの場面が設定されており、個々の生徒が達成

感を味わいつつ自立の道を切り拓くための体制づくりがなされている。 

学校の特性から生徒への特別な配慮・支援が不可欠であると考えられる

ため、日頃から養護教諭やカウンセラーを核として教職員全員が各生徒へ

のきめ細やかな支援を行うことを心がけていただきたい。 

さらにその取り組みに対する評価を行い、職員研修を重ねるなどして組

織としてスキルアップを心がけていただきたい。 

図書室については、生徒が日常的に活用する機会は少ないが、蔵書を充

実させるなど環境整備を行い、生徒にとって教室以外の居場所にもなるよ

うしていただきたい。 

生徒の状況 生徒の人格的発達の状況 

生徒指導等の状況 

安全管理の状況 

学校に対する生徒・保護者の

意見・要望等の状況 

 

 

おおむ

ね満足 

スクーリングの視察や学校訪問により、生徒たちが、各自の目標にむけ

て意欲的に学んでいる様子を見ることができた。 

生徒指導に関しては、生徒の個々の状況を見極めながらの指導が必要と

思われる。通信制高校であるため、日常的に顔を合わせる機会がない生徒

たちが発するＳＯＳのサインに気づくことは難しいことではあるが、現場

の職員を中心としながら、早期発見、早期対応を心がけてほしい。また、
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問題行動には、事実の確認を正確に行うとともに生徒の人権に配慮した組

織的な対応を徹底していただきたい。 

昨今社会問題化しているいじめに関しても、学校独自のいじめ防止マニ

ュアル等の作成を早急に進め、教職員の共通理解の上で、組織的な対応を

徹底していただきたい。 

さらに、生徒の生活全般にわたる保健・安全・防災などの意識を高める

ために、どのような取り組みが必要かを再確認し、実施に努めていただき

たい。 

学校管理運営

の状況 

組織運営等の状況 

教育目標と学校評価の状況 

設置者と学校の取組状況 

 

 

 

良い 管理運営の状況については、教職員に向けての定期的な研修の実施や、

相生学院発展委員会を設置するなど積極的な取り組みがされている。 

学校評価の状況については、内部評価や関係者評価、外部評価の結果を

分析し、課題の解決に向けての資料としていくことが大切と思われる。

PDCAサイクル（Plan  Do  Check  Action）を確立するために、外部評

価や生徒・保護者へのアンケートなどを実施し、学校運営の改善を図って

いただきたい。 

学校・家庭・地

域の連携協力

の状況 

学校に関する情報公開の状況 

学校と保護者・地域住民等と

の連携協力の状況 

 

 

良い 生徒たちが学校を選択する際の検索資料として、各校のホームページが

非常に大きな役割を担うのが現状であるため、コンテンツを充実させると

ともに、多数あるコースなどについては学校要覧との整合性を図り、確実

な情報公開に努めていただきたい。 

地域との連携においては、地元の人とコミュニケーションを図ること

で、学校の様々な情報を発信するだけではなく、意見収集の機会にもなる

ため、市の行事等への積極的な参加を検討いただきたい。 
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生徒や保護者からの意見を集約することは、よりよい教育環境や学校づ

くり等へも大きな影響を与えると考えられるため、寄せられる意見や要望

を把握し、適切な対応に努めるとともに、保護者との密な連携を図ってい

ただきたい。 

学校設置によ

る効果 

学校が設置されたことによる

経済効果 

 

良い テニス部を中心とした運動部の活躍により、相生学院高等学校が新聞等

のマスコミで大きく取り上げられることは、「相生市」の知名度が上がるこ

とへも繋がっており、学校の相生市への貢献度は高いと評価できる。 

地元とのつながりを持ちながら、地域活性化へ向けて引き続き取り組ん

でいただくとともに、西播磨地域での学校の認知度を高めていただきた

い。 

市との連携協

力の状況 

市への現状報告及びセーフテ

ィネット対策の状況 

おおむ

ね満足 

施設においては、老朽化や不備等が見られるため、安全確保を最重点項

目と位置づけ、整備に努めていただきたい。相生市への現状報告について

は、学校側からの定期的な報告がされており、連携協力体制は確立されて

いると思われる。以前より課題となっているセーフティネットづくりにつ

いては、引き続き受入学校の確保に努め、生徒及び保護者の学校への信頼

度を高めていただきたい。 

 

総

括 

・ 

課

題 

相生市教育特区学校設置審議会での指導事項は解決に向けての努力がみられ、意欲的な学校づくりが行われている点は評価でき

る。 

今後も、積極的な情報発信を行うことによって開かれた学校として取り組んでいくとともに、組織としてさらなる発展と充実し

た学校運営を目指していただきたい。 

評価項目については、「優れている」、「良い」、「おおむね満足」、「要改善」、「注意」の基準で評価しています。 


